
よみがえれ
ハマユウ！

Citizen's
Plaza

今
回
の
市
民
の
広
場
は
、渥
美
地

域
を
中
心
に
活
動
す
る「
渥
美

青
年
経
済
研
究
会
」の
皆
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
調
査
・
研
究
し
、そ

の
結
果
を
郷
土
の
発
展
に
活
か

そ
う
と
活
動
を
続
け
る
渥
美
青
年
経
済

研
究
会
。地
域
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。中
で
も「
伊

良
湖
岬
に
ハ
マ
ユ
ウ
群
生
地
を
復
活
さ

せ
よ
う
」と
す
る
活
動
は
、地
元
の
児
童

ら
と
親
睦
を
深
め
つ
つ
、20
年
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
の

〝
ま
ち
〞を
思
う
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、

今
後
も
市
を
支
え
て
い
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

10

市・県民税
（第３期分）

●水道料・下水道使用料
（８・９月分）

介護保険料
（第４期分）

●は

●以外は 火

10月25日
10月31日

水納
期
限

の

　

１
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

10
月
22
日
（
日
）、
今
年
も
田
原
○

○
○
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

２　

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
10
月

か
ら
○
○
○
○
○
育
児
一
時
金
の
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３　

３
人
の
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
○
○

○
助
手
）
が
田
原
市
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。

４　

多
く
の
渡
り
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
伊
良
湖
岬
。
中
で
も
「
○
○
の
渡
り
」

は
有
名
で
す
。

５　

田
原
市
の
道
の
駅
「
○
○
○
○
は
う

す
」
で
は
、
友
好
都
市
・
長
野
県
阿
南

町
の
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、広

報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
を

必
ず
記
入
し
て「
広
報
た
は
ら
」へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
10
月
20
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
９
月
号
の
答
え
】
つ
き
み 

（
応
募
総
数
35
通
中
、正
解
34
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

▲渥美青年経済研究会の皆さん（４月、恋路ヶ浜にて）
　ハマユウの群生地復活を願い、今年も伊良湖小学校
の児童らとともにハマユウの苗を植えました。

▲ハマユウの種植え（９月、福江町にて）
　種は福江保育園の園児らと植えていま
す。福江町にあるこの畑で育った苗が、翌
年、伊良湖岬に植えられます。

▼浜に根付いたハマユウ
（７月、恋路ヶ浜にて）
　長年にわたる活動が実を結
び、伊良湖岬周辺では現在、約
１３００株ほどのハマユウが
根付いてきています。
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